“ものづくり中小企業経営者”の皆さんへ（知事メッセージ）　今求められる「変革と挑戦」


	橋下知事のメッセージ

	
はじめに
〇　グローバル化。人やモノ、カネや情報が、いとも簡単に国境を越え、世界中を駆け巡る時代です。
　アジアを中心とする新興国の経済が、急速な成長を遂げている一方で、残念ながら、日本の相対的な地位はどんどん低下しています。その大きな要因の一つにグローバル化への対応の遅れがあります。去る11月15日、ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力会議）において、政府はこれまでの姿勢から大きく踏み込み、「国を開き、未来を拓く」ため、競争力強化等のための抜本的な国内改革の先行的推進、環太平洋パートナーショップ（TPP）協定に関する関係国との協議開始を表明しました。また、国内大手企業２０数社が、グローバル競争に打ち勝つため、いよいよ中国での新卒者の採用に向けて動き出しました。事業展開でも、人材確保でもグローバル化は、もはや避けられない流れです。
〇　ここ大阪で、厳しい中で懸命に頑張っておられる皆さんは、どう受け止めておられますか。
　おそらくは、「うちには関係ないことだ」「景気が回復すれば何とかなる」「今さえ凌げば何とかなる」と考える方がおられるかもしれません。しかし、現実はますます厳しさを増しています。今やアジアには、単純労働だけではなく、高い技術を持つ人材や企業が大勢います。国内の景気が回復しても、生産コストの安い新興国で製品が製造されるという構図には大きな変化はないでしょう。また、欧米はもとより、中国や韓国の企業も、アジア市場をターゲットとする戦略を必死で練っています。これまでのやり方にしがみつくだけ、日本の国内を見るだけでは、この競争に勝ち抜くことはできません。
〇　ピンチはチャンスです。
　グローバル化が避けられないのなら、逆に、これを利用しようではありませんか。これまで大切に磨いてきた技術が別の分野で活かされるかもしれません。海外でのヒット商品に結び付くかもしれません。大阪や日本以外のところにも、大きな市場があると考えると、新しいアイデアが沸き出てきませんか。技術に一層磨きをかけ、新たな分野に果敢にチャレンジする。アジアに、世界に打って出る。私は、中小企業経営者の皆さんの勇気ある決断と行動を大いに応援したいと考えています。

現状への危機感
〇　“ものづくり大国”に迫る危機。
　世界では、コンピュータやAV機器などの先端分野でも、「モジュール化（*1）」した「水平分業型（*2）」へと転換が進んでいます。海外のグローバル企業は、いち早く低廉なコストを武器とするアジア企業と組んで、生産拠点を形成し、リスクをとって新興市場に参入しています。しかし、日本のものづくり企業は、トップレベルの技術を持つものの、アジアや世界の市場に受け入れられる製品に結び付かず、まさに、“ガラパゴス化“、“技術で勝って事業で負ける”状態に陥っているのです。背景には、語学力など人材育成面の遅れもあります。
（*１電気機器やコンピュータ装置などの構成要素の単位で、独立の完成した機能を持ち、交換や着脱が可能なもの）
（*２製品の開発・製造の各段階で複数の企業が得意分野を受け持って商品を仕上げる生産方式のこと）
〇　世界の巨大市場アジア。とり残される日本。
　人口が減少し、今後市場の拡大が見込めない我が国に比べて、アジアは、巨大市場に成長し、今後も世界をけん引していきます。各国の企業は、アジア市場の規模拡大を好機と捉え、拠点進出や販路開拓などの取組みを加速しています。一方で、日本は、対外投資の少なさなどから、グローバル化に向けた取組みが不十分との厳しい評価を世界から受けています。結果として、日本は、目の前に有望なアジア市場がひろがっているのに、取り残されてしまっているのです。


「大阪の成長戦略」がめざすもの
〇　府は、中小企業の皆さんの努力とチャレンジを応援します
　府は、今置かれている現状としっかりと向き合い、成長の道筋を描くため、「大阪の成長戦略」をとりまとめ、めざす方向を次のように掲げました。「大阪は、２次電池など新エネルギー産業の集積促進、医薬品などのバイオクラスター形成など、大阪が持つ強みに磨きをかけ、新たな価値を創造する『ハイエンド（高付加価値）都市』をめざします。同時に、アジアと日本各地を結び、集積・交流・分配機能の発揮を通して、アジアの成長を分かち合う『中継都市』をめざします」
　中小企業の皆さんには、是非とも、現状に対する危機感、そして、将来の成長の方向性を共有していただき、自らの強み、価値を再認識し、新たな市場に活路を見出していただきたいのです。府としても、これまでの発想にとらわれず、思い切って政策の舵を切っていきたいと考えています。これからは、安心してチャレンジできるようにセーフティネットをしっかりと張りながらも、技術を磨き、リスクを乗り越え、新しい分野や世界の市場に打って出る企業を応援する。このことに一層軸足を置いていきます。

“ものづくり中小企業経営者”の皆さんへ
〇　今求められる「変革と挑戦」
　私は、就任以来、「変革と挑戦」を府政運営の基本に据えてきました。ものづくり中小企業の皆さんに求められているのも、この「変革と挑戦」ではないでしょうか。生き残っていくため、自らの強みを再認識し、活かせる分野を見つけ出す。これまでのやり方を大胆に「変革」し、新たな分野、新たな市場に「挑戦」する。私は、今このことを皆さんに呼びかけたいのです。

１　強みを再認識。技術を活かして新たな分野をめざしましょう。
　皆さんの強みを活かせる分野は、まだまだたくさんあるはずです。人口減少などにより、これまでの国内市場が縮小していく反面、例えば、少子高齢化は、健康や医療、介護などの市場を拡大させます。低炭素化のための省エネルギー技術も重宝されます。皆さんが持つ高い技術が、これまでは無関係だと思い込んでいた分野で活用され、大きなビジネスチャンスに発展していく可能性もあるはずです。
　今一度、自らの強みを点検し、それを再認識する。自立自尊の気概、匠の精神で、今の技術に磨きをかけ、付加価値を高める。同時に、多方面にアンテナを張り巡らせる。そして、変化を恐れず、踏み出してみる。技術を活かせる独自のビジネスモデルをめざす。トップをめざして新たな地平を拓いてみませんか。新たな分野に果敢に挑戦してみませんか。

２　 世界へ、アジアへ、打って出ましょう。
　日本のものづくり中小企業は、日本の厳しい消費者に鍛え上げられ、アジア市場に通用する高い技術や優れた製品を持っています。高い品質や安全性はその代表例です。しかし、そのことの持つ価値に気づいていない場合が多く、まさに“宝の持ち腐れ”です。
　内に閉じこもらず、外に意識を向けると新たな展望が拓けます。海外市場に販路を開拓するファーストステップ。海外のパートナー企業を見つけ出し、協力や連携、水平分業により市場を広げるセカンドステップ。現地に生産拠点を設けて乗り込んでいくサードステップ。いろいろなやり方、いろいろな段階があります。ともあれ、生き残りをかけ、世界へ、アジアへ打って出る。思い切って、飛び出してみませんか。

〇　「変革と挑戦」に踏み出す企業を応援します。
　「変革と挑戦」のプロセスでは、様々な痛みやリスクへの覚悟が必要ですが、今の場所、今の位置に立ち止まっていては何も変わりません。まずは、現状から一歩を踏み出してみることです。
　このメッセージを見て、「やってみよう」「頑張ってみよう」と考えられた皆さん。その最初の一歩として、『ものづくりビジネスセンター大阪（MOBIO）Tel：06-6748-1011』に電話をしてみて下さい。経験豊富な専門コーディネーターが、ビジネスマッチング、技術開発や販路開拓などあらゆる分野でチャレンジする皆さんをしっかりサポートします。また、ものづくりのテクノ・パートナーとして『府立産業技術総合研究所Tel：0725-51-2525』が技術面から皆さんのお手伝いをします。


